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アドミッションオフィサーの任用について 

～新たな時代の入試に向けて～ 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

出典：文部科学省資料（抜粋） 
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関西学院大学アドミッション・オフィサー設置の背景 
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代表大学 関西学院大学 

出典：文部科学省資料（抜粋） 
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代表大学 関西学院大学 4 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

関西学院大学アドミッション・オフィサーについて 
 

（職種）アドミッション・オフィサーは、本学専任事務職員より任用。 
（任用）入学試験委員会の承認を経て、入試委員長が任用し、 
      人事部長が業務を委嘱。 
（任期）アドミッション・オフィサーの任期は1年とし、再任が可能。 
（業務）アドミッション・オフィサーは以下の業務を担当。 
 （1） 各学部より高大接続センターに委嘱された入学者選抜に  
      おける審査 
 （2） 志願者への助言 
 （3） 入試及び学生募集にかかる企画立案 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

 
関西学院大学アドミッション・オフィサーの特徴 

 

 〇全国の大学に先駆けて「職員」をアドミッション・オフィサーに任用  
 ※特に入学者選抜を行うことは全国では嚆矢となる事例。 
 ※入試制度設計にも携わることとなる。 
 
 〇特に学力の3要素である「主体性をもって多様な人々と協働して学ぶ 
  態度」や、新たな高等学校学習指導要領にある資質・能力の「学びに 
  向かう力、人間性」の評価を主に担当。 
  
 〇具体的な業務としては、入学者選抜における 
   １）書類審査（本年度より） 
  今後の想定される業務 
   ２）対面審査 
   ３）スカウティング 
 
 〇究極の目標は海外の大学のように志願者全員の審査 
  ex.オックスフォード、ハーバード 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

 
「各大学がひとりひとりの生徒を 
見つめる入試への転換」 

 
「公平性・客観性」から 

多元的な評価に対する「妥当性・信頼性」
入試へ 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

参考資料 
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子供達はどのような 
時代を生きるのか 
～高大接続改革の背景～ 
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高大接続改革の背景にあるもの 
 

2016年7月 リクルート進学総研所長 リクルート「カレッジマネジメント」編集長 小林 浩 氏 
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子供達は 
「どのように学ぶか？」 
～学習指導要領改訂の内容～ 
「主体的・対話的かつ深い学び」 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

 

文部科学省資料 13 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 「学びに向かう力、人間性等」について 14 

○主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力
や、自己の感情や行動を統制する能力、自らの思考のプロ
セス等を客観的に捉える力など、いわゆる「メタ認知」に関
するもの。 
 
○多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する
力、持続可能な社会づくりに向けた態度、リーダーシップや
チームワーク、感性、優しさや思いやりなど、人間性等に関
するもの。 

中教審 教育課程企画特別部会 論点整理より 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

キーワード 
「主体的、対話的かつ深い学び」 

「探究」 
「ティーチング」と「ラーニング」 
「アクティブ・ラーナー」 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

「人が生涯にわたってものを学んでいくということ」 
 

〇自分で興味・関心を持って主体的に学ぶこと 
 

〇他の人々との対話などを通して知恵や発想を豊かに
すること 
 

〇知識や技能を組み合わせ、自分の見方や考え方を
広げ、明らかにし、実地に使えるようにしていくこと 
 

〇そしてそこからより深い理解へ、新しい課題の発見や
次の学びへとつなげていくこと 
 

出典：「アクティブラーニング」を考える 教育課程研究会編著 
「刊行に寄せて」 文部科学審議官 小松親次郎 より引用・抜粋 
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大学は 
どのような学生を 
求めるか？ 
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建学の精神に基づくディプロ
マポリシー(DP)の目指す人
材育成を、各大学の特色
あるカリキュラム(CP)により
育成し、社会に有為な人
材を輩出する。 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

～IR（Institutional Research）から～ 
〇大学に入学することだけが目的だったA君 
〇大学入学後に、「国連ユースボランティア」に 
  参加したいと思って入学したＢ君 
➡明確に学ぶ目的・意欲を持って入学した学生 
  が正課・正課外ともに活躍（学業成績、課 
  外活動、就職）している。 
➡必ずしも進学校ということではない。 
  必ずしも入試席次上位者ということではない。 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

入学者追跡による入試席次と入学後の学力の相関 
（関西学院大学の事例：入学者のみ） 
入試席次 

入学後成績（GPA） 

１ 

400 
０.0 4.0 

● 
（１,2.8) 

● 
（50,3.1) ● 

（100,2.5 ) 
● 

（150,2.0) 
● 

（200,3.2) 

● 
（250 ,2.6) 

● 
（300 ,3.0) 

「学びに向かう力」を評価することの意義。 
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東京大学「推薦入試」の導入など 

京都大学「特色入試」の導入・拡大 東北大学「ＡＯ入試」の拡大 

○教育再生実行会議第四次提言（H25.10）以降、各大学は積極的に入学者選抜改革に取り組んでいる。 

平成２８年度入試から、全学部において「推薦入試」を
導入。（１高校：男女各１人） 

平成２９年度入試から、学部に応じ、学力型ＡＯ入試又は
推薦入試等による選抜を行う「特色入試」（平成２８年度
入試から導入）について、募集人員を拡大（３６人増）。 

平成２８年度入試から、４学部（経済・医・薬・工）
でＡＯ入試を拡大（４１人増）。目標として、数年か
けてＡＯ入試の規模を現行の１８％→３０％に。 

※平成30年度入試からは、全学部全学科で「特色入試」を導入予定 

大阪大学「世界適塾入試」の導入・拡大 

平成２９年度入試から、ＡＯ入試、推薦入試、国際科
学オリンピック入試による選抜を総称した「世界適塾
入試」を導入・拡大予定。 

お茶の水女子大学「新フンボルト入試」の導入 

平成２９年度入試から、現行のＡＯ入試をより丁寧な選
抜方法に見直すとともに、募集人員を拡大。 

第１次選考：書類審査 
志望理由書、活動報告書等 

【新フンボルト入試】 

第２次選考（２日間） 
日本語・英語の模擬講義→
レポート・小論文作成＋グ
ループ討論・面接 

プレゼミナール（２日間） 
大学の学問世界を実体験・ミニレポー
ト・提出書類等で総合的に一次選考 

第２次選考（２日間） 
 
 
 
 
 
 

【従来のＡＯ入試】 

図書館入試 実験室入試 
資料を自由に使っ
てじっくりレポート
作成＋グループ討
論・面接 

①実験・実験演 
示・データ分析 
②自主研究課題 
ポスター発表 

佐賀大学「佐賀大学版ＣＢＴ」「特色加点」の開発 

多面的・総合的に評価する新しい評価・判定方法を 
全学部で導入 

・ペーパーテストでは技術的に測定が難しい「思考力・ 
 判断力・表現力」をデジタル技術を活用して評価する 
 「佐賀大学版ＣＢＴ」の開発・実施 
 

・「主体性・多様性・協働性」の観点から志願者の活 
 動・実績等をアドミッション・ポリシーに応じて評価 
 する「特色加点」（※）制度の構築・実施 
 
 

※志願者の申請を原則とし、申請がなければ当初配点のみで合否判定。 
 志願者が取り組んできた様々な実績や活動等を申請対象とする。 

国立大学における個別入学者選抜改革の進展 文部科学省 
資料より 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 入試制度の比率の変化 

総合選抜への比重の増 

一般選抜 

一般選抜 

総合型選抜 
推薦型選抜 

総合型選抜 
推薦型選抜 

主体性等の選抜における重み付け 
  重い 軽い 

22 



© kwansei gakuin university 2017. All rights reserved. 

文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

各大学の動き 
追跡調査の結果から「学びに向かう力」や「志望度」を重視する傾向に。 

就職採用のように「じっくり」人物を見極める入試が増加。 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

各大学の動き 

高大接続改革の入学者選抜改革は大学にとって「チャンス」である。 
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大学が主体性等を 
評価するために 
大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
高大接続ポータルサイトJAPAN e-Portfolioについて 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 大学入学者選抜改革推進委託事業 ５分野 ２ 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 主体性等分野の事業概要について 27 
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○ 大学入学者選抜に活用できる仕組みを目指し、各大学・高校の協力を得て2017年10月2日に開設した高校eポートフォリオ・大学出願ポータルサイト。 
○ 生徒が主体性等に関わる諸活動を1年次より「JAPAN e-Portfolio」に記録し大学出願時に活用する。 
〇 大学入学者選抜において、学力の３要素、とりわけ「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を適切に評価し、多面的・総合的評価の実現に貢献 
   することを目指す。  
○ 平成30年度に入学試験等での実証事業を実施。 

高大接続ポータルサイト「JAPAN e-Portfolio」 （文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）の成果②） 

文部科学省資料を改訂し作成 
  成果② ICTを活用し「主体性等」を評価する 「高大接続ポータルサイト JAPAN e-Portfolio」 

高等学校教育改革 

入力 

まｒ 

 
 
 
 

〇出願利用情報 
※ JAPAN e-Portfolioに 
格納したデータを大学出願
用に生徒が編集 
 
①主体性等を含む 
  学びのデータ 
 ・探究活動  
 ・課外活動 
 ・資格・検定 
（4技能対応） 
 ・表彰・懸賞 
 ・特別活動等のデータ 
  ・証明書類 
②大学毎の提出書類  
 「志望理由書」 
  「活動計画書」等 
  ※大学所定ドキュメント   
  をデータ添付し提出      

合否判定 ＣＰ (カリキュラム・ポ
リシー)に基く、体系
的・組織的な教育の
実施 
※高校時代の学び
のデータを初年次教
育等に活用 
ＤＰ(ディプロマ・ポリ
シー)にかなう育成 
 

〇出願情報 
 志望学部・学科 
 志願日程・科目等 
〇生徒基本情報 

○センター試験 
  成績データ 

〇提出書類 
     調査書 等 

連
携 

一般入試 
 
 
 
 

各学部のＡＰに
基づいた、「一般
入試」の評価指
標・基準等による
判定作業 

個別入学者選抜改革 大学教育改革 

各学部のＡＰに
基づいた、「△△
入試」の評価指
標・基準等によ
る判定作業 

○ＡＰ評価指標・基準等の検証 
○三つのポリシーの検証 

入学者確定 

三つのポリシーに
基づく大学マネジ
メントの評価に入
学前後のデータ活

用 
（ＩＲ） 

 
 入学者選抜で
使用した各種
データ 

大学入学後の学
業成績、各種活
動実績、就職先
等のデータ 

    インターネット出願 
 Japan e-Portfolioとデータ連携 

 
 
 ○全国国公私立大学 
    Ｗｅｂ出願サイトへのリンク 
 ○生徒基本情報登録 
   氏名、電話番号、住所、保証人氏名、高校名等 
） 
   
 
 

「高校Ｅポートフォリオ」 

Ｗｅｂ出願ﾎﾟｰﾀﾙ 

○生徒：「学びのデータ」の記録・振り返り 
  自らの学習活動を振り返り次につなげる主体的な学び 
              「メタ認知」 

対話 
入力内容の閲覧・承認 

（承認は調査書記載の項目等に限定） 
データ参照 
生徒の活動の把握 

 
○教員：生徒の「学びのデータ」の参照・把握 
 

〇平成33年度大学入学者選
抜実施要項の見直し予告への
対応  
 
〇平成34年度新学習指導要
領への対応 

（エビデンスとなる証明書類を添付） 

振り返り「メタ認知」 
 

インターネット 
出願システム 

※インターネット出願を
実施していなくても主体
性等データを受領可能 

ＡＯ・推薦 
 

 
 

評価の標準モデル
の搭載 

（今後検討） 
 

 
 

28 



© kwansei gakuin university 2017. All rights reserved. 

29 



© kwansei gakuin university 2017. All rights reserved. 出典：空 - GATAG｜フリー画像・写真素材集 3.0 

主体性等を 
評価するための 
入学者選抜方法 
～平成33年度入試に向けて～ 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

学力三要素の評価 
～入学者選抜で主体性等をどう評価するか～ 

31 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

Ⅱ.評価手法の選抜での活用 
１．面接、集団討議、プレゼンテーション 
 時間をかけて実施することのできる入試で活用。 
  ➡ 総合型選抜、推薦型選抜で活用 
    志願者の多い一般選抜では活用できない。 
 
２．調査書、JAPAN e-Portfolio 
 ①記載内容の評価や検証が必要なものは、面接等との組み合わせによる評価が必要。 
  ➡総合型選抜、推薦型選抜で活用。  
      志願者の多い一般選抜では活用できない。 
 
 ②記載内容の「成果」や「事実」について客観的な証明ができるもので、ディジタル化・ 
  コーディングかされたもの。エビデンスチェックが不要なもの（教員の承認、検定機関 
  の承認がなされているもの）。 
  ➡一般選抜で活用可能。 
   総合型選抜、推薦型選抜でも当然ながら活用が可能。  
 
〇事実の客観的な証明、エビデンスが大学入学者選抜では必須。 
〇ディジタル化・コーディングがあらかじめ定めた評価基準による短期間の機械処理に必須。 
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文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

 
 
Ⅲ.ディジタル調査書・ JAPAN e-Portfolioの活用 
 ディジタル調査書とJAPAN e-Portfolioの一般選抜での活用 
「成果」や「事実」について客観的な証明が完了しており（エビデンスチェックが不要であり）、
生徒の一定の能力を評価することが可能なデータが活用可能。 
 
➡資格・検定、大会・コンテスト、公的な機関等による留学、行事等で、その内容から個
人の能力の評価が可能なもの。 
※「その他評価できる項目」が今後の成果①の取り組み。 
 
➡生徒会役員、部活動役職、大会・コンテストの団体での成果、ボランティア活動、留学
などは、記載内容だけでは十分な個人の能力の評価ができない部分もある。 
※評価の対象とすべき項目の内容について、「評価の重み付け」を適切に行う必要がある。 
 
Ⅳ．一般選抜での活用方法 
 １．出願資格として利用する 
 ２．得点化する 
 ３．合否判定の参考とする 
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共通基準（能力）を有した志願者のみによる合否判定 
入学後のカリキュラムポリシー、ディプロマポリシーとの適性を重視した合否判定 
共通テスト、個別選抜と組み合わせ、多面的総合的評価を行う。 

アドミッションポリシーの提示と共に 
出願基準となる要件を要項に記載 

募集要項 

・資格、検定 
・留学経験 
・コンクール出場 
・論文執筆実績 
・評定平均 
・出欠状況  等 

JAPAN 
e-Portfolio 

CSV 

合格 
判定 

出願基準の条件を
指定し、自大学へ
の出願者の中から
条件を満たす対象
者を抽出 

出願の確認と、各種合格ラインの設定、合否判定を実施 

入試モデル① 主体性等に関する情報を出願基準として設定 
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700 150 100 200 

マーク 記述 外部検定 
②個別試験 

①共通テスト 

記述ラ
ンク 

スコア 
(国語) 

スコア 
(数学) 

A 100 100 
B 50 50 
C 30 30 

CEFER
ランク スコア 

C2 200 
C1 150 
B2 100 
B1 75 
A2 50 
A1 20 

50 

③主体性 
評価(epf) 

JAPAN e-Portfolio 
主体性活動記録 スコア 

大会・コンクール等表彰 

国際 50 
全国 40 

ブロック 30 
都道府県 10 

○○の資格取得 １級 20 
２級 10 

部活動における職務歴 部長 10 
副部長 5 

+ + = 1,200 

各大学でスコア化 

（スコア化の例） （スコア化の例） （スコア化の例） 

合計スコア 

受験者ALLの 
スコアを一覧化し 
合格ライン設定、 
合否判定を実施 

総合点による合否判定（国公立大学を想定した選抜） 
共通テスト、個別試験のスコアと主体性等に関する情報をスコア化し、総合点による多面的総
合的評価による合否判定を実施。入学者の知識・技能、思考力・判断力・表現力のレベルを学
力検査により担保し、主体性等を評価する。 
アドミッションポリシーの提示と共に出願基準となる要件を要項に記載する必要がある。 

各大学でスコア化 各大学でスコア化 

入試モデル②-1 主体性等に関する情報を得点化し判定（スコア判定） 
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志望理由書 

調査書を選抜の参考資料として活用する。特に知識・技能、思考力・判断力・表現力に関し、
当該大学で学ぶにふさわしい能力を備えた一定水準以上の生徒を対象に、主体性等に関する情
報を評価して、多面的総合的評価を行う。 
アドミッションポリシーの提示と共に出願基準となる要件を要項に記載する必要がある。 

000001 

山田太郎 
○×高校 

探究活動の記録 

海外・留学の記録 

部活動の記録 

生徒会・委員会の記録 

校外の活動の記録 

資格・検定の記録 

８ 

４ 

６ 

８ 

８ 

10 

 
調査書 

+ 

合否ボーダーライン 

ボーダーライン上後で指定した範囲の志願者を抽出 

成績分布図から合否ボーダーラインと対象者を特定 JAPAN e-Portfolioから抽出した活動記録、
調査書、志望理由書から人物評価を行う 

入試モデル③ 学力検査において調査書を参考資料として活用する 

スコア 主体性に関する記録 
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大学入試の将来 
～「公平性・客観性」から「妥当性・信頼性」へ～ 

主体性評価の意義 
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JAPAN e-Portfolioならではの選抜方法 
 
プロセス評価型の入試 
～成果の評価からプロセスの評価へ～ 
 
➡JAPAN e-Portfolioの記載から生徒のプロセスを評価する。 
  ①研究目的・内容、テーマを選んだ理由、研究のふりかえり・今後に活かしていき 
   たいこと 
  ②参考文献（書籍、論文等）、実験、研究室訪問、フィールドスタディ、調査、 
    論文、発表の記録、コンクール・コンテスト・大会等 
 
※全ての項目で「気づき」に関する記述領域。調査書や推薦書、提出書類では把握
できない。 
※他の評価方法と組み合わせて多元的・多面的に評価することにより、さらに評価の
精度が向上することが期待できる。 
 

39 



© kwansei gakuin university 2017. All rights reserved. 

文部科学省 大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野） 
代表大学 関西学院大学 

 
～大学のプロセス評価への期待～ 
➡ 「失敗」があっても差し支えない。むしろ「失敗」からどのよう
な学びの方向付けをしたのかをみたい。 
 
➡高等学校入学後から3年次までの成長が看てとりたい。 
 
➡高大連携による出逢いから、どのような「気づき」をもったのか？ 
  リフレクションから「学びに向かう力」を評価したい。 
 
※ポートフォリオは生徒の責任による記載。大学入試で活用されることもふまえつつ、 
   学習指導要領と各校のカリキュラムの目的に沿った、日々の学びの指導に活用。 
   （大学に合格するための指導ではない）。 
 

プロセスを評価することにより、高等学校の教育改革を踏
まえた大学入学者選抜が可能となる。  
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プロセス評価の事例 
例） 
①論文は非常に良くできているが、指導を受けたものではないだろうか。本人はどこ
まで理解しているか見えない。そもそも、どのように課題設定したのか。 
➡文献・論文について、課題に関する研究のためにふさわしいものを選んで読んでいる。課題研
究にどのように活かすかについても書かれており、課題設定に向けての努力が見られる。課題につ
いて、仮説を立てて実証するための調査やフィールドワークを行っている。現地での振り返りから、
苦労が見て取れる。 
 
②課題研究の論文が共著。志願者はどのような役割を果たしたのかが見えない。
他者とどのように協働したのか。 
➡論文作成のプロセスが良くわかる。どのような文献・論文を参考にしたのかが判るとと
もに、大学の研究室の訪問歴から、その大学の教員から受けたアドバイスについての気
づきが記載されている。論文作成の振り返りでも、他のメンバーとの議論の内容が見え
る。 
 
③実験結果や成果は論文から判ったがプロセスが見えない。 
➡実験についての仮説が良くわかる。実験は実際、失敗したようだが、その失敗によっ
て気づきがあり、教員や他のメンバーとのディスカッションや、文献、論文の洗い出しを行
い、新たな実験に向けた方向付けが行われていることが見える。 
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